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2 荒井経『日本画と材料 近代に創られた伝統』武蔵野美術大学出版局、2015 年 




序章  日本画における白色顔料とその役割 

































務所編 (31)、2009 年 第 61～71 頁 
5 土佐光起（1617～1691）が死の前年（1690 年）に著した土佐派最初の画論であり、画家によってあ
らわされた日本最初の絵画技法書である。写本が東京芸術大学大学図書館に伝えられている。 













































――三谷十糸子8『新・技法シリーズ 日本画の制作』美術出版社、1975 年 
 
8 三谷十糸子（1904（明治 37）年～1992（平成 4）年）女流日本画家の代表的作家の一人。 
【図序-2】『図解 日本画用語事典』 












































































【図序-4-①】素地と胡粉  （左：和紙 右：絵絹） 
【図序-4-②】和紙 臙脂と臙脂の具 絵絹 臙脂と臙脂の具 



















【図序-5】左上：臙脂（2 回塗り）  右上：臙脂の具（2 回塗りと 4 回塗り） 




































































15 早川泰弘・城野誠治『Color & Material－日本絵画の色と材料―』ライブアートブックス、2018 年 
【図序-7-①】左図：国宝《十一面観音像》 絹本著色 平安時代（12 世紀） 奈良国立博物館蔵 
右図：国宝《十一面観音像》 部分 




























































17 薩摩雅登「20 世紀の日本画」『日本画の 100 年 ―東京国立近代美術館 / 東京芸術大学の所蔵品を
中心に―展』、2000 年 











































































































喜多川歌麿  1793(寛政 5)年 
































『文芸俱楽部』11 巻 13 号口絵 
































21『愛蔵普及版 現代美人画全集 第 9 巻 名作選Ⅰ』集英社、1979 年 
22 斎藤月岑『増補浮世絵類考』ケンブリッジ大学所蔵、1844 年 
http://www.ne.jp/asahi/kato/yoshio/ha13.html 
【図 1-6】《秋苑》寺崎広業  



























第 1 回文展において、日本画の展示総数は 99 点だった23。人気女流画家だった上村松
園《長夜》【図 1-7】と榊原（池田）蕉園《もの詣で》が三等賞を受賞していた。しかし、







































24 鶴田汀「文展と美人画」『特別展 美人画の誕生』山種美術館、1997 年  160∼168 頁 
25 古田亮「上村松園作《序の舞》を中心に」『東西美人画の名作《序の舞》への系譜展』東京藝術大学
大学美術館、2018 年 































27 荒井経『日本画と材料 近代に創られた伝統』武蔵野美術大学出版局、2015 年 
【図 1-8】《少女》菊池契月 






































































































































【図 1-12】《黒髪》鏑木清方 1917（大正 6）年 
個人蔵 ©根本章雄 
（『鏑木清方』毎日新聞社、1971 年から転載） 
































































32 鏑木清方『こしかたの記』中央公論美術出版、1976 年 








































34 「そぞろごと」鏑木清方著・山田肇編『鏑木清方文集 一 制作餘談』白凰社、1979 年 
35 宮崎徹「女性雑誌をとおして見る 鏑木清方の美人画―「婦人世界 』と『婦人公論 』を中心に
―」『鏑木清方の美人画 ―樋口一葉著作関係及び『婦人公論』関係作品所収―』鏑木清方記念美








































































付けていたが、金鈴社は 1922（大正 11）年 5 月 10 日、





















37 鏑木清方「審査員に任命を受けて」『中央美術』第 5 巻第 10 号、1919 年 第 91 頁 




































39 野地耕一郎「日本絵画の古典美、「やまと絵」再生のトップランナー」『生誕 130 周年 松岡映丘





























 第１節 《一葉女史の墓》について 




     （１）下絵の熟覧調査  
（２）未定稿の熟覧調査  
（３）小括 











































（１）熟覧調査   
2020 年 8 月、清方のご遺族と鎌倉市鏑木清方記念美術館のご協力のもと、作品の熟覧
と写真撮影の許可をいただいた。 
作品の表現については第 1 章の第 2 節の「（２）古典絵画の研究および「社会画」の提


































































《妓女像》は 1934（昭和 9）年に 56 歳の清方が第 15 回帝展に出品した作品であるが、
惜しいことに戦火に遭い、焼失した。当時の帝展の販売物であった絵葉書【図 2-3】、下






























【図 2-５】《妓女像》 鏑木清方  
1934（昭和 9）年  




















【図 2-７】《妓女像》未定稿  
鏑木清方  





















































































































































































47 鏑木清方「梶田半古先生」『鏑木清方文集 三 先人後人』白凰社、1979 年 
【図 2-14】《春宵怨》梶田半古 
1902(明治 35) 年 
東京国立博物館蔵 
【図 2-15】《築地明石町》鏑木清方 


































































信』NO.50 東京大学史料編纂所、2010 年 
50 松岡映丘「箔・砂子及び岩絵具の使用法」『日本画とその技法』東洋図書、1936 年 
 都筑真琴『アトリエ美術大講座 日本画科 第二巻』アトリエ社、1936 年 
【図 2-20】《船と鴎》竹内栖鳳 1911 年頃 
（荒井経・染谷香理・杉本史子「「えんぶた」の発
見―国絵図復元研究から」『画像解析センター通信』
NO.50 東京大学史料編纂所、2010 年から転載） 































第 1 節 絵絹の選定 
   （1）絵絹の調査 
   （2）絵絹と彩色の関係 
   （3）小括 





















①《夏》    鏑木清方  1899（明治 32）年 東京藝術大学大学美術館蔵 
②《浦の島子》 松岡映丘  1904（明治 37）年 東京藝術大学大学美術館蔵 
③《鸚鵡》   鄭錦      1914（大正 3）年  京都市立藝術大学資料館蔵 
④《伊香保の沼》松岡映丘  1925（大正 14）年 東京藝術大学大学美術館蔵 
⑤《川開き》   鏑木清方   昭和初期     東京藝術大学大学美術館蔵 
⑥《読書》   中村大三郎 1936（昭和 11）年 東京藝術大学大学美術館蔵 
⑦《一葉》   鏑木清方  1940（昭和 15）年 東京藝術大学大学美術館蔵 
































①《夏》 1899（明治 32）年 
⑤《川開き》   昭和初期 
⑦《一葉》 1940（昭和 15）年 ⑧《銀河まつり》1946（昭和 21）年 
















の絵絹の拡大写真を比較してみると、明治期の絵絹は横糸約 24 本/cm、経て糸約 25 本
/cm、昭和期の絵絹は横約 30 本/cm、経て糸約 26 本/cm ということが分かった。数点
作品の顕微鏡写真と 2 点作品調査の結果のみでは、絵絹が近代のどの時点で変化が発生
したかを詳細に証明することはできないが、これらの異なる時代の絵絹の比較から、











































51 大河原典子・高林弘実・紀芝蓮「上村松園筆『焔』（東京国立博物館蔵）の技法と表現」第 41 回
文化財保存修復学会要旨、2018 年 





















【図 3-4】B 市販絹 白群（濃口） 
裏彩色なし 





















・小川幸治『日本画 画材と技法の秘伝集』日貿出版社、2014 年版 
・『図解日本画の伝統と継承―素材・模写・修復―』東京藝術大学大学院文化財保存学日本画研究室
編 東京美術、2012 年版 
 














15％ 20％ 25％ 5％ 
【図 3-7-①】異なった濃度の膠で練った一回塗り胡粉地への線描 
 













































































































































































第 1 節 下絵制作 
第 2 節 彩色制作 























絵を基づいて、『第 15 回帝国美術院美術展覧図録』（審美書院、1934（昭和 9）年、第 117
頁）（以下、《妓女像》図録版）【図 4-1】を参照し、線描を抽出した【図 4-2】。 
 
55
 『鎌倉市鏑木清方記念美術館 収蔵品図録』（鏑木清方記念美術館叢書 16）鎌倉市鏑木清方記念
美術館、2014 年 第 221 頁 



























































































































【図 4-12】《花ふゞき 落葉時雨》（右隻）鏑木清方 












































































帝展絵葉書 帝展図録 想定復元模写 
【図 4-22】着物の文様 





































































終章  近代日本画の美人画における胡粉を活かした賦彩表現 



























――下店静市「技法雑話（六） 八 着彩法概観」『邦画』第二巻第六号 昭和 10



































































第 1 節 中国画における彩色 
   （1）中国画の胡粉 
   （2）中国画における透明色と不透明色の使用 
   （3）現代中国工筆画における彩色の発展 
第 2 節 中国画における「蛤粉」（貝殻胡粉） 
  （1）建築材料としての「蛤粉」 
  （2）「蛤粉」の誤伝  
     ① 製造方法の誤伝 
     ② 中国絵画において「蛤粉」という白色顔料の誤認 


















































品は南宋後期作品 1 点、宋末元初作品 1 点、明代作品 2 点、清代作品 6 点であった。絵
 
60 李亜東「秦俑彩絵顔料及秦代顔料史考」『考古与文物』、1983 年第 3 期  62～65 頁 
61 徐軍平・魯元良・宋朋遥等「東漢墓壁画制作工芸初探」『文博』、2009 年第 6 期 211～215 頁 
62 張群喜「唐墓壁画顔料分析与研究」『唐墓壁画研究文集』三秦出版社、 2001 年 411～419 頁 
63 盧燕玲「館蔵唐代彩絵人物俑顔料分析与修復保護」『文物保護与考古科学』第 23 卷第 4 期、 2011 年 
64-70 頁 
64 康葆強『先農壇古代建築彩絵顔料分析研究報告』北京大学、2003 年 
65 康葆強『北京普渡寺古代建築彩絵顔料分析研究報告』北京大学、2003 年 
66 王進玉・王喆「敦煌石窟芸術中鉛白顔料応用与変色問題的研究」中国伝統色彩学術年会論文集、 
2018 年 245～259 頁 




5 期 119～124 頁 
69 竹浪遠・杉本欣久「蛍光 X 線分析による黒川古文化研究所所蔵の中国絵画の白色顔料について」『古文


















































71 （清）戴震『考工記図』巻上 清乾隆紀氏閲微草堂刻本 
72 南朝斉・梁の謝赫による画論『古画品録』に始まる 6 種法則：「気韻生動」、「骨法用筆」、「応物
象形」、「随類賦彩」、「経営位置」、「伝移模写」である。 
【補論-1】《丹楓呦鹿図》筆者不詳 五代  


















































































南宋 紙本水墨 48.7×27.7cm   
台北故宮博物院蔵 
 【補論-5】《八花図》（部分）「牡丹」銭選  


































77 牛克誠『色彩的中国絵画』湖南美術出版社、2002 年 
【補論-6】《牡丹》黄慎   






























78 盧輔聖主編『中国書画全書 第 10 冊』上海書画出版社、2000 年 819 頁 











































































































【補論-12】《暗香・玉佩》羅寒蕾 2014 年 紙本著色 167×106cm 個人蔵 
【補論-11】《都市幻影・錯位》胡明哲  




















価」第 42 回文化財保存修復大会論文要旨、2020 年 
【補論-15】姜思序堂 染料系絵具（小片状） 【補論-16】染料系絵具（小片状）使用












































84 （東漢）許慎『説文解字』 http://www.shuowen.org/view/8856 
85 （周）左丘明 『春秋左伝注疏』巻二十五 https://shuku.qc99.com/shisanjing/gmydoc025.htm 
86 李黎・張中倹・邵明申「中国古代建築中的蠣灰及其基本性質」『中国文物科学研究』、2015 年 01 期 
第 91 頁 
87 沙塘斗門は中国・浙江省温州瑞平に位置する。 




























89 李黎・張中倹・邵明申「中国古代建築中的蠣灰及其基本性質」『中国文物科学研究』、2015 年 01
期 第 66 頁 































91 于非闇『中国画顔色的研究』北京朝花美術出版社、1955 年 第 6 頁 
92 2020 年 3 月筆者が取材した。 































































翻刻集 I（江戸前期篇）』東京藝術大学大学院文化財保存学保存修復日本画研究室、2018 年） 
98 窪俊満は江戸浮世絵師、美人画を主とした錦絵や肉筆画を多く残した。本書は三二種類の絵具と混
合色などを説明し、画材屋と金額を挙げていることで非常に珍しい。（染谷香理『日本画画材関連史
料翻刻集 I（江戸前期篇）』東京藝術大学大学院文化財保存学保存修復日本画研究室、2018 年） 
































100 于非闇『中国画顔色的研究』北京朝花美術出版社、1955 年 第 6 頁 






























102 蒋彩萍「現代日本画顔料与中国画伝統顔料」『世界美術』、1992 年 第 39 頁 
103 武金勇『先秦两漢絵画顔料研究』天津大学建筑学院博士論文、2011 年 第 25 頁 
104 王進玉・王喆「敦煌石窟芸術中鉛白顔料応用与変色問題的研究」中国芸術研究院美術研究所編































『中国伝統色彩学術年会論文集』、2018 年 第 245 頁 





























くいということ（第 3 章第 2 節参照）。次に、蛤粉は使用する時に大変手間がかかり、
 
107 （清）蔣驥『伝神秘要』 http://www.360doc.com/content/18/0314/16/52920_736965896.shtml 
108 （清）曹雪芹・高鶚『紅樓夢』「第四十二回 蘅蕪君蘭言解疑癖 瀟湘子雅謔補餘音」商務印書館、
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